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１自然・地形
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

林野面積
（ha）

自然公園面積（国
立・国定・都道府
県立自然公園計）

（ha）

自然環境
保全地域面積
（ha）

河川延長・
一級河川

（指定区間外含む）
（㎞）

全 国 ２４９１８０１７ ５３６１７３９ ７３８６３．５９ ８７５６０．１

北 海 道 ５５８３３０１ ８６２９０８ ３６８９．６７ １０１８１．８
青 森 県 ６３０４８５ １１４５３１ １２３０．１７ １０７７．８
岩 手 県 １１５６８５９ ７０４７４ ２１９５．４５ ２１４３．７
宮 城 県 ４１３８０５ １７１１９９ ７８１５．２１ ２１１１．９
秋 田 県 ８４０３０８ １２３１６９ ６８６．１９ ２７３８．７

山 形 県 ６４７３３１ １５４７９６ ５１０５．９６ ２９２３．５
福 島 県 ９４３５４４ １６８２０６ ４８６７．４１ ３３５１．７
茨 城 県 １８９８３３ ９０２５９ ６４５．２１ １８９０．７
栃 木 県 ３４５０４８ １３２１３９ ４６７２．２６ ２７０９．６
群 馬 県 ４０６６３５ ９０４１２ ５３２７．２１ ２９００．１

埼 玉 県 １２３１７０ １２４５８３ ５１８．２４ １６４１．６
千 葉 県 １６５４０８ ２８５２２ １７７３．７５ ５１２．６
東 京 都 ７９１０４ ７９３５９ ４０５．３０ ７３５．１
神 奈 川 県 ９４９０４ ５５１５７ １１２１５．９０ ３３１．７
新 潟 県 ８０９４８０ ３１６９５５ ２００８．４２ ３６０２．１

富 山 県 ２３９６９３ １１９７５４ ６２３．７８ １１６８．８
石 川 県 ２７９５４７ ５２４９４ １０５０．５０ ３１６．７
福 井 県 ３１１１４７ ６１４３２ ２７３．１２ １０９６．０
山 梨 県 ３４９５７４ １２１１５３ ２１４４．３３ ２０５５．６
長 野 県 １０２３０６９ ２７８５２２ ７８８．４９ ５０７８．１

岐 阜 県 ８４５３４６ １９４９２５ ２９５６．８７ ３２６８．３
静 岡 県 ４９７６９０ ８３６７３ ５１８５．５２ １６２９．０
愛 知 県 ２２０４２１ ８９７９１ １２７．７３ １３８４．２
三 重 県 ３７５４６４ ２０６６７７ ４５８．６０ １７４６．０
滋 賀 県 ２０５４１２ １４９９５７ － ２３３７．７

京 都 府 ３４４５７３ ８７０１ ２２１．８７ １５４１．２
大 阪 府 ５７８９９ １９０８２ ３８．３３ ６６６．４
兵 庫 県 ５６３６４６ １６６０１５ ３９８．３０ １７５９．２
奈 良 県 ２８４０５６ ６３３２８ ９２．１０ １５９８．６
和 歌 山 県 ３６２８２４ ４１０５３ ３２９．３９ ６５０．９

鳥 取 県 ２５７６６８ ４９０６１ １５２．２０ １０３４．２
島 根 県 ５２９２１１ ４０４９５ １７８．７４ ２０９３．７
岡 山 県 ４９０１６６ ８０６６２ ６６．０４ ２５４１．３
広 島 県 ６２２２１３ ３７２２４ ２０５４．１２ ２４１５．６
山 口 県 ４３６１３３ ４２６６７ － ２１５．８

徳 島 県 ３１２３６０ ３８２６２ ３９．００ １５１９．０
香 川 県 ８８４６３ ２０５３４ ８８．０２ ８７．１
愛 媛 県 ４００６４４ ４１３８８ １９１４．３７ １９４４．３
高 知 県 ５９３６５０ ４７４０５ ４．７０ １９２４．２
福 岡 県 ２２３３８２ ８８１０７ １３４．１１ １２９７．４

佐 賀 県 １０９９４３ ２７００７ １２１．００ １０７５．４
長 崎 県 ２４７５３２ ７４０９５ ７２６．７２ ６８．２
熊 本 県 ４６５８１０ １５５６４４ １５９．３７ １７２８．４
大 分 県 ４５６８９２ １７４８４７ １６．１６ ２０８０．９
宮 崎 県 ５８９９４０ ９１７８４ １８３．９７ １５０８．２

鹿 児 島 県 ５９３２０９ ８２１２３ ２２９．００ ８７７．１
沖 縄 県 １１１２２５ ３５６５１ ９５０．７９ －

埼玉県の順位 ４１ １４ ２４ ２４
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埼玉県の地形

資料：埼玉県の地形区分と名称図（１９７５村本達郎氏による）

概要
埼玉県は関東地方の中西部に位置する内
陸県で、東は茨城、千葉、西は長野、山梨、
南は東京、北は群馬、栃木の１都６県に接
しています。
地形は、県の最高峰・三宝山（２，４８３m）
をはじめとする２，０００m級の山々が西部に
連なり、東部に移るにつれて丘陵、台地、
低地と次第に低くなっています。
「自然公園の手びき」によると、平成１４年
３月３１日現在、埼玉県における自然公園は、
国立１か所、県立１０か所の１２万haが指定
されており、県土の３３％を占めています。
また、埼玉県では、法による自然環境保
全地域の指定はなく、埼玉県自然環境保全
条例により５１８haが指定されています。
埼玉県の河川は利根川と荒川の２つの１
級河川の水系に分けられています。

林野面積
現況森林面積（民有林地域森林計画及び
林野庁所管の国有林地域別森林計画樹立時
の森林面積に、その後の移動面積を加減し、
森林計画に含まれていない森林面積を加え

た面積）に野草地（森林以外の土地で野草、
かん木類が繁茂している土地）を加えた面積。

自然公園
優れた自然の風景地を保護し、国民の保

健・休養・教化に資するために法律や条例
によって設定された国立公園、国定公園、
都道府県立自然公園の３種の公園をいう。
表＊２の都道府県別面積は再測定面積のた
め、その合計が全国値と一致しない。

自然環境保全地域
自然環境の適正な保全を総合的に推進し、

もって現在及び将来の国民の健康で文化的
な生活の確保に寄与するため、優れた天然
林、特異な地形・地質等の区域、動植物等
の自生地などで一定規模以上のものについ
て法律や条例で指定している地域。

１級河川
国土保全上又は国民経済上特に重要な水

系のうち、国土交通大臣が１級河川として
指定したもの。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１「世界農林業センサス」農林水産省
＊２３「自然公園の手びき」�国立公園協会
＊４「河川管理統計」国土交通省

平成１２年８月１日
平成１４年３月３１日
平成１３年４月３０日

１０年
毎年
毎年
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２面積
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

総面積
（北方地域及び
竹島を含む）
（�）

総面積中の
可住地面積割合

（％）

可住地面積中の
人口集中地区
面積比率
（％）

評価総地積中の
宅地面積割合
（％）

全 国 ３７７８７３．０６ ３２．５ １０．３ ９．６

北 海 道 ８３４５３．０４ ２７．９ ３．６ ３．５
青 森 県 ９６０６．３３ ３３．３ ４．９ ６．９
岩 手 県 １５２７８．４０ ２４．３ ２．３ ３．８
宮 城 県 ７２８５．０７ ４３．０ ７．４ １０．２
秋 田 県 １１６１２．１１ ２７．２ ２．７ ５．５

山 形 県 ９３２３．３４ ３０．６ ４．０ ６．７
福 島 県 １３７８２．４８ ３０．６ ４．２ ６．６
茨 城 県 ６０９５．５８ ６５．２ ５．８ １５．０
栃 木 県 ６４０８．２８ ４６．０ ６．０ １２．２
群 馬 県 ６３６３．１６ ３６．１ ８．５ １５．２

埼 玉 県 ３７９７．３０ ６７．６ ２６．１ ２６．８
千 葉 県 ５１５６．１９ ６７．６ １７．７ １８．９
東 京 都 ２１８６．９０ ６３．８ ７６．４ ５３．４
神 奈 川 県 ２４１５．４１ ６０．４ ６４．２ ４４．２
新 潟 県 １２５８２．３７ ３５．６ ５．０ ８．８

富 山 県 ４２４７．２２ ４３．６ ５．７ １６．２
石 川 県 ４１８５．２２ ３３．０ ７．４ １０．８
福 井 県 ４１８８．７５ ２５．４ ６．８ ９．８
山 梨 県 ４４６５．３７ ２１．３ ６．６ １１．７
長 野 県 １３５８５．２２ ２４．５ ５．２ ９．１

岐 阜 県 １０５９８．１８ ２０．２ ８．３ ７．０
静 岡 県 ７７７９．４６ ３５．１ １５．０ １２．４
愛 知 県 ５１５５．８４ ５７．２ ３０．０ ２８．８
三 重 県 ５７７６．４０ ３５．０ ８．７ １１．３
滋 賀 県 ４０１７．３６ ３２．１ ７．６ １２．６

京 都 府 ４６１２．９４ ２５．０ ２２．１ １３．３
大 阪 府 １８９２．８６ ６９．４ ６８．３ ５５．６
兵 庫 県 ８３９２．０３ ３２．８ ２０．２ １３．５
奈 良 県 ３６９１．０９ ２３．０ １６．１ １０．１
和 歌 山 県 ４７２５．５５ ２３．２ ８．２ ５．７

鳥 取 県 ３５０７．１７ ２６．０ ４．９ ７．４
島 根 県 ６７０７．２９ １８．７ ３．５ ３．９
岡 山 県 ７１１２．１３ ３１．１ ８．９ ８．３
広 島 県 ８４７６．９５ ２６．６ １３．５ ８．２
山 口 県 ６１１０．４５ ２８．６ １１．９ ７．７

徳 島 県 ４１４５．１０ ２４．６ ５．４ ６．９
香 川 県 １８７５．８８ ５２．８ ７．９ １４．２
愛 媛 県 ５６７６．２２ ２９．４ ９．０ ６．５
高 知 県 ７１０４．６６ １６．４ ４．９ ３．０
福 岡 県 ４９７１．０１ ５５．１ ２０．４ ２０．７

佐 賀 県 ２４３９．２３ ５４．９ ３．９ ９．２
長 崎 県 ４０９２．４４ ３９．５ ７．４ ９．１
熊 本 県 ７４０３．６８ ３７．１ ５．２ ８．９
大 分 県 ６３３７．９７ ２７．９ ６．４ ７．９
宮 崎 県 ７７３４．４０ ２３．７ ６．１ ８．９

鹿 児 島 県 ９１８６．７１ ３５．３ ４．０ ７．４
沖 縄 県 ２２７１．３０ ５１．０ １０．５ １１．８

埼玉県の順位 ３９ ２ ５ ５
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県土の利用形態別面積構成比

資料：「埼玉の土地」県総合政策部
概要
「社会生活統計指標」によると、平成１２
年１０月１日現在の埼玉県の面積は３，７９７�
（東西約１０３㎞、南北約５２㎞）で国土の約
１％に当たり、４７都道府県中３９番目の広さ
です。可住地面積の割合は全国平均の約２
倍の６７．６％で、全国第２位です。「国勢調
査」で設定される人口集中地区は県内の全
ての市と１８の町に設定されており、可住地
面積に占める人口集中地区面積の割合は
２６．１％で全国第５位でした。
「固定資産の価格等の概要調書（土地）」
によると、平成１３年１月１日現在の評価総
地積（固定資産税課税台帳等に登録された
土地で国有地等の非課税土地を除いた土
地）の面積のうち、宅地として登録された
土地の面積割合は２６．８％で、全国第５位で
した。
「埼玉の土地」によると、平成１２年の県
土の利用形態別面積割合は、森林３２％、農
用地２３％、宅地１８％などとなっており、年々
宅地の増加が進んでいます。

総面積
国土地理院「平成１２年全国都道府県市区

町村別面積調」による（一部境界未定部分
は総務省統計局において推定）。ただし、
十和田湖は秋田県、青森県のどちらの面積
にも含まれていない（全国値には含む）。

可住地面積割合
可住地面積÷北方地域及び竹島を除いた

総面積×１００
可住地面積とは、北方地域及び竹島を除

いた総面積から林野面積と主要湖沼面積
（面積が１�以上の湖沼で人造湖以外の湖
沼）を差し引いたもの。

人口集中地区面積比率
人口集中地区面積÷可住地面積×１００

人口集中地区とは、都市的地位を表す次の
両方の基準に該当する国勢調査基本単位区
を基礎単位とする地域。
�市区町村の境域内で人口密度の高い基本
単位区（原則として人口密度が１�当たり
４千人以上）が隣接していること。
�それらの地域の人口が、５千人以上を有
すること。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～３「社会生活統計指標」総務省統計局
＊４「固定資産の価格等の概要調書（土地）」総務省

平成１２年１０月１日
平成１３年１月１日

毎年
毎年

� 自然と人口
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３気象
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

平均気温
（℃）

降水量
（㎜）

日照時間
（時間）

快晴日数・
日平均雲量＜１．５
（日）

全 国 … … … …

北 海 道 ８．３ １１２５．０ １７２１．７） １３
青 森 県 ９．９ １４００．５ １５８０．６ １４
岩 手 県 ９．９ １０６９．５ １７４５．１ １４
宮 城 県 １２．２ １０９２．５ １８３５．７ ２８
秋 田 県 １１．６ １４０９．５ １４６６．０） １３

山 形 県 １１．６ １１４１．０ １６４８．５） １５
福 島 県 １２．８ ９９１．０ １６９２．１） １９
茨 城 県 １３．７ １２４３．５ ２０６０．５） ４６
栃 木 県 １４．０ １５２５．０ ２０５７．８ ４８
群 馬 県 １４．８ １３１６．０ ２２００．０ ４４

埼 玉 県 １５．２ １３７６．０） ２２０６．０ ７５
千 葉 県 １５．８ １４８２．０ ２００６．３ ６９
東 京 都 １６．５ １４９１．０ １９７６．５ ４９
神 奈 川 県 １５．９ １６３０．５ ２０６３．６ ３８
新 潟 県 １４．０ １７０８．０ １７３３．４） １７

富 山 県 １４．３ ２２４５．０ １７２３．７ ２４
石 川 県 １４．８ １９２１．０ １７９０．１ ２６
福 井 県 １４．６ ２１６５．０ １７３７．６） ２３
山 梨 県 １４．６ 欠測 ２３３７．１ ４６
長 野 県 １１．８ ９２６．０ ２０３７．５ ２１

岐 阜 県 １６．０ １５８０．０ ２１３３．１） ３２
静 岡 県 １６．６ ２００９．０ ２２０４．０） ４３
愛 知 県 １６．０ １４１５．０ ２１４７．１ ３３
三 重 県 １６．１ １５８２．５ ２１４３．３ ３４
滋 賀 県 １４．９ １４７９．５ １８９１．９） ２８

京 都 府 １６．１ １２３４．５ １８７１．７ １８
大 阪 府 １７．１ １０４１．５ ２１５４．３ ２４
兵 庫 県 １６．９ ８６４．０ ２１０１．３） ２５
奈 良 県 １５．１ １１８９．０ １９１３．０ ２３
和 歌 山 県 １６．７ １４０８．０ ２１３９．７） ３２

鳥 取 県 １４．９ ２０８５．５ １７２４．２ ２０
島 根 県 １５．０ ２０６１．０ １７４４．８ １７
岡 山 県 １６．３ １２８２．５ ２１３０．１） ３２
広 島 県 １６．３ １５５６．０ ２１０３．１） ２６
山 口 県 １５．６ １９５４．５ １９５４．７ ３２

徳 島 県 １６．５ １７３７．０ ２１６０．６） ２４
香 川 県 １６．５ １１０２．５ ２１１３．５） ２６
愛 媛 県 １６．６ １５０１．５ ２０４０．５） ３３
高 知 県 １７．２ ２４１７．０ ２２２０．０） ４４
福 岡 県 １７．１ １９４２．５ １９１０．６ ３３

佐 賀 県 １６．７ １９２４．５ ２０５１．８） ４３
長 崎 県 １７．４ １５５８．５ １９２０．９ ３４
熊 本 県 １７．２ １７９８．５ ２０５２．９ ３２
大 分 県 １６．８ １６７９．５ ２０３９．８ ２８
宮 崎 県 １７．７ ２６５０．５ ２０７９．３ ５４

鹿 児 島 県 １８．９ １９９０．０ １９７８．８） ３１
沖 縄 県 ２３．４ ２６４４．０ １６０１．９） ７

埼玉県の順位 ２７ ３２ ３ １

� 自然と人口

6



321月 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
気温・ （降水量 ・mm） 

-5

0

5

10

15

20

25

30

35
平均最高気温 
平均最低気温 
平均気温 
降水量 

月別平均気温・降水量（平成１３年・熊谷）

注）７月の降水量は欠測。
資料：「気象庁年報」気象庁

概要
埼玉県の気候は、夏の厳しい蒸し暑さと
冬の乾燥した「カラッ風」と呼ばれる北西
季節風が特徴的な内陸性の太平洋側気候で
す。地域別に気温の特徴をみると、北部か
ら南部の東側にかけてが夏の気温が県内で
最も高くなる地域で、これまでに熊谷で
３９．９℃、越谷で４０．２℃が観測されました。
一方、秩父地方の盆地では、冬季の夜間の
冷え込みが強く、これまでに秩父で観測さ
れた－１５．８℃が県内で観測された最低気温
の記録です。
「気象庁年報」によると、平成１３年の熊
谷地方気象台観測の年平均気温は、平年値
より０．６℃高い１５．２℃で、最高気温は７月
１３日の３９．６℃、最低気温は１月１５日の－６．５℃
でした。また、年間降水量（７月は欠測）
は平年値より１３２．８㎜多い１，３７６．０㎜で、月
最大降水量は８月の３７５．０㎜、月最小降水
量は１２月の５．０㎜でした。日照時間は平年
値より１９８．８時間多い２，２０６．０時間でした。
快晴日数は昨年より２１日増加して７５日とな
り、前年に引き続き全国第１位でした。

年平均値
月平均値の年間平均。月平均値は毎日の

平均値の月間平均で、日平均値は１時から
２４時までの毎正時２４回の観測値の平均。

平年値
平均的な気候状態を表すときの用語で、

気象庁では３０年間の平均値を用い１０年ごと
に更新している。最新は１９７１～２０００年平均。

快晴日
快晴日とは、１日３回（９、１５、２１時）
観測した雲量（雲におおわれた部分の全天
空に対する見かけ上の割合を１０分比で表し
たもの）の平均が１．５未満の日。

※表中の各都道府県値は、原則として都道
府県庁所在地の観測地点によったが、埼玉
県は熊谷市、滋賀県は彦根市の値とした。

※表中の数字の「）」は、推計された観測
値、または欠測がある場合の統計値。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「気象庁年報」気象庁 平成１３年 毎年

� 自然と人口
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４自然災害
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

震度観測回数
（震度１以上）
（回）

自然災害・
り災世帯数
（世帯）

自然災害・
り災者数
（人）

自然災害・
被害総額
（千円）

全 国 … ５６０３ １３３４９ ４３６０８１０８２

北 海 道 ４ ４２ １０６ ３２１１８４３３
青 森 県 ８ ６５ １７５ ２６３０７００２
岩 手 県 ２２ － － ３５２６７７７８
宮 城 県 １４ ３８ ８６ １３６９３０４４
秋 田 県 ３ ３３ １２３ １３３６８５５５

山 形 県 ５ － － ７４７８００６
福 島 県 ２０ － － ２１１４３７８７
茨 城 県 ６２ ３０ ９９ ５７６３６７
栃 木 県 ２０ ２０ ５５ １７８８３９９１
群 馬 県 ３ ２４ ６８ １９９５５６３９

埼 玉 県 ２１ ６ ９ ３８３３８１８
千 葉 県 ２０ １９３ ４７１ ９８０４４８
東 京 都 ２４ ８ １６ ３５２６３５
神 奈 川 県 ３５ ２３４ ５２４ ７５１２９
新 潟 県 ４ ２０ ７９ ９２５２００９

富 山 県 ４ － － ３８３０７５５
石 川 県 ３ － － ５６０３６０２
福 井 県 １２ ８ ２１ １５８４００
山 梨 県 １７ － － ５２８８３２９
長 野 県 ７ ８ １３ １３１５４６９６

岐 阜 県 １１ － － １２３１１５６
静 岡 県 １５ ７ ２１ １５２８８２５６
愛 知 県 １３ ７ １４ ３５８３５５
三 重 県 ９ ３２６ ７３２ １３３１１９８５
滋 賀 県 １２ ３ ６ ７６４７７６

京 都 府 １２ １ ２ ６４００８２
大 阪 府 ３ － － ３２００２０
兵 庫 県 ７ － － ３４３９８３
奈 良 県 １４ １ １ ３０１１９９７
和 歌 山 県 ２４ ２２７８ ４９６４ １５５４９１２８

鳥 取 県 ４２ １ ４ １５８７７８３
島 根 県 ８ １１１ ３１２ ３８５２８８９
岡 山 県 ８ － － ２２５０５５６
広 島 県 １０ ８４８ ２０３２ １７０３８７２０
山 口 県 ８ ５０ ９８ ３７９６６９０

徳 島 県 １１ － － ７４２８２２０
香 川 県 １２ １ ２ ８８６５６０
愛 媛 県 １８ １８６ ３９７ １１５８３４８４
高 知 県 １２ － － ３３３９７２５０
福 岡 県 ２ ６７ ２２４ ７９０７９５０

佐 賀 県 ３ ２ ４ ５９０５２７７
長 崎 県 － ２５ ６８ ３５３０７２４
熊 本 県 １１ ２６ ７９ １２９４１２７８
大 分 県 ８ ４７ １１２ ６４４０８３８
宮 崎 県 １６ ８８ ２６９ １２５０７４６３

鹿 児 島 県 ８ １０２ ２１２ １９７１０８３７
沖 縄 県 ４ ６９７ １９５１ ４１７２４０２

埼玉県の順位 ７ ２９ ２９ ２９
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資料：「消防白書」消防庁

概要
「地震・火山月報（防災編）」によると、
平成１３年の埼玉県熊谷市の観測点で震度１
以上の震度を観測した回数は２１回で、全国
第７位でした。その内訳は震度１が１８回、
震度２が２回、震度３が１回でした。なお、
全国で震度１以上を観測した回数の最も多
い観測点は東京都新島村式根島で、１６３回
でした。また、平成１３年に観測された全国
で最も強い震度は震度５強で、静岡県（１
か所）広島県（４か所）、山口県（１か所）、
愛媛県（３か所）で観測されたものでした。
「消防白書」によると、平成１３年中に発
生した台風の数は２６個で平年（昭和４６年か
ら平成１３年）の２６．７個とほぼ同じ、また上
陸数は２個でした。埼玉県における自然災
害によるり災世帯数とり災者数は、ともに
前年より大幅に減少し、それぞれ６世帯（前
年比１，０６７世帯減）、９人（同２，８１２人減）
となりました。一方、被害総額は前年より
３０億円増加して３８億円となり、全国第２９位
でした。被害の内訳は、負傷者２人、住家
の全壊１戸、一部破壊６３戸、床上浸水５戸、
床下浸水８０戸、非住家被害３０戸、田の冠水

５５ha、畑の冠水３７ha、道路２６２か所、橋りょ
う２か所、河川１０８か所、崖くずれ１２か所、
鉄道不通２か所で、河川被害と崖くずれが
増加しました。

自然災害
暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波、

火山噴火、その他異常な自然現象により生
じた被害。

※表＊１の各都道府県値は、原則として都
道府県庁所在地の観測地点によったが、埼
玉県は熊谷市、東京都は千代田区、滋賀県
は彦根市の値とした。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１「地震・火山月報（防災編）」気象庁
＊２～４「消防白書」消防庁

平成１３年
平成１３年

毎年
毎年
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５総人口
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

人口総数
（千人）

男
（千人）

女
（千人）

総面積による
人口密度
（人／�）

全 国 １２７２９１ ６２２４４ ６５０４７ ３４０．４

北 海 道 ５６７９ ２７１４ ２９６５ ７２．５
青 森 県 １４７４ ７０１ ７７３ １５３．６
岩 手 県 １４１３ ６８０ ７３４ ９２．７
宮 城 県 ２３７１ １１６０ １２１１ ３２４．７
秋 田 県 １１８４ ５６２ ６２２ １０２．４

山 形 県 １２４１ ５９９ ６４２ １３３．４
福 島 県 ２１２５ １０３７ １０８８ １５４．３
茨 城 県 ２９９２ １４９１ １５０１ ４８９．８
栃 木 県 ２０１０ ９９８ １０１２ ３１２．８
群 馬 県 ２０３１ １００２ １０２９ ３１８．２

埼 玉 県 ６９７８ ３５１９ ３４５８ １８２７．１
千 葉 県 ５９６８ ２９９６ ２９７３ １１４９．４
東 京 都 １２１３８ ６０４９ ６０９０ ５５１６．５
神 奈 川 県 ８５７０ ４３４５ ４２２５ ３５１４．９
新 潟 県 ２４７３ １２００ １２７２ １９６．８

富 山 県 １１２１ ５４０ ５８１ ２６３．９
石 川 県 １１８２ ５７３ ６１０ ２８２．２
福 井 県 ８３０ ４０２ ４２７ １９７．９
山 梨 県 ８９０ ４３８ ４５２ １９８．９
長 野 県 ２２２３ １０８６ １１３８ １６３．１

岐 阜 県 ２１１１ １０２４ １０８７ １９８．９
静 岡 県 ３７８１ １８６４ １９１７ ４８４．３
愛 知 県 ７０８７ ３５４７ ３５４０ １３６６．１
三 重 県 １８６１ ９０４ ９５８ ３２１．５
滋 賀 県 １３５３ ６６９ ６８５ ３３４．３

京 都 府 ２６４６ １２７７ １３６８ ５７３．３
大 阪 府 ８８１８ ４３０４ ４５１４ ４６５１．７
兵 庫 県 ５５７１ ２６８１ ２８９０ ６６１．４
奈 良 県 １４４２ ６９０ ７５２ ３９０．９
和 歌 山 県 １０６６ ５０５ ５６２ ２２６．４

鳥 取 県 ６１３ ２９３ ３２０ １７４．９
島 根 県 ７６１ ３６４ ３９７ １１３．５
岡 山 県 １９５３ ９３７ １０１６ ２７４．３
広 島 県 ２８７９ １３９２ １４８７ ３３９．６
山 口 県 １５２４ ７２１ ８０３ ２５０．１

徳 島 県 ８２２ ３９１ ４３２ １９８．８
香 川 県 １０２２ ４９１ ５３１ ５４５．３
愛 媛 県 １４９１ ７０３ ７８８ ２６３．０
高 知 県 ８１３ ３８３ ４３０ １１４．６
福 岡 県 ５０３２ ２３９５ ２６３７ １００９．０

佐 賀 県 ８７６ ４１４ ４６２ ３５９．４
長 崎 県 １５１３ ７１１ ８０３ ３７０．６
熊 本 県 １８６０ ８７８ ９８２ ２５１．１
大 分 県 １２２１ ５７５ ６４５ １９２．７
宮 崎 県 １１６９ ５５１ ６１８ １５１．３

鹿 児 島 県 １７８３ ８３６ ９４７ １９４．４
沖 縄 県 １３２９ ６５３ ６７６ ５８０．４

埼玉県の順位 ５ ５ ５ ４
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人口と人口増加率（各年１０月１日）

注）昭和２０年は１１月１日で行われた人口調査による人口。
資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
平成１４年８月、埼玉県の推計人口（県統

計課）は７，００１，９３３人となり、７００万人の大
台を突破しました。６００万人を突破した昭
和６２年から１５年をかけて１００万人増えたこ
とになります。明治４年に誕生した本県の
人口が１００万人を突破したのは、同１８年。
その後、終戦や高度成長期を迎え、昭和４０
年に３００万人、同４６年に４００万人、同５２年に
５００万人を突破、本県の人口は急増の一途
をたどりました。昭和５０年代に入ると、こ
の急増傾向はゆるやかな伸びとなりました
が、７００万人を超えた現在も、依然人口の
増加は続いています。
「人口推計年報」によると平成１３年１０月
１日現在の埼玉県の人口は、平成１２年１０月
１日の国勢調査人口より４万人増加し６９７
万８千人となり、前年の国勢調査時と同じ
全国第５位になりました。自然増加率は
０．３６％で全国第４位、社会増加率は０．２１％
で同第７位でした。男女別に人口をみると、
男子人口が女子人口を６万１千人上回り、
人口性比（女子１００人対する男子の数）は
１０１．８でした。また、総面積に対する人口

密度は１，８２７．１人／�で全国第４位でした。

推計人口
５年ごとに１０月１日現在で実施される国

勢調査の翌年は国勢調査人口を、それ以外
の年は前年１０月１日現在の推計人口を基準
とし、それぞれの年齢各歳・男女別人口にそ
の後１年間の自然動態・社会動態・国籍異
動による異動人口を加減して推計したもの。

総面積による人口密度
人口総数（外国人を含む。ただし、外国

政府の外交使節団等を除く）÷北方地域及
び竹島を除いた総面積

自然増加率
自然増減（出生児数－死者数）÷平成１２

年１０月１日国勢調査人口×１００

社会増加率
社会増減（都道府県間転入超過数＋都道

府県別入国超過数）÷平成１２年１０月１日国
勢調査人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～３「人口推計年報」総務省統計局
＊４「社会生活統計指標」総務省統計局

平成１３年１０月１日
平成１２年１０月１日

毎年
毎年
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６年齢３区分別人口
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

年少人口
（千人）

生産年齢人口
（千人）

老年人口
（千人）

生産年齢人口
割合
（％）

全 国 １８２８３ ８６１３９ ２２８６９ ６７．７

北 海 道 ７７７ ３８２８ １０７４ ６７．４
青 森 県 ２１８ ９５９ ２９７ ６５．１
岩 手 県 ２０８ ８９３ ３１３ ６３．２
宮 城 県 ３４７ １６００ ４２３ ６７．５
秋 田 県 １５９ ７３８ ２８８ ６２．３

山 形 県 １８０ ７６９ ２９２ ６２．０
福 島 県 ３３３ １３５０ ４４３ ６３．５
茨 城 県 ４４９ ２０３１ ５１２ ６７．９
栃 木 県 ３０２ １３５３ ３５６ ６７．３
群 馬 県 ３０３ １３４８ ３７９ ６６．４

埼 玉 県 １０１９ ５０１４ ９４５ ７１．９
千 葉 県 ８３７ ４２４４ ８８７ ７１．１
東 京 都 １４４０ ８６９３ ２００５ ７１．６
神 奈 川 県 １１９４ ６１３９ １２３８ ７１．６
新 潟 県 ３５８ １５７３ ５４２ ６３．６

富 山 県 １５５ ７２６ ２４０ ６４．７
石 川 県 １７４ ７８１ ２２７ ６６．０
福 井 県 １２７ ５２８ １７５ ６３．６
山 梨 県 １３６ ５７６ １７８ ６４．７
長 野 県 ３３１ １４０５ ４８７ ６３．２

岐 阜 県 ３１８ １３９６ ３９６ ６６．１
静 岡 県 ５５８ ２５３３ ６９０ ６７．０
愛 知 県 １０８４ ４９３２ １０７１ ６９．６
三 重 県 ２７８ １２２１ ３６３ ６５．６
滋 賀 県 ２１８ ９１２ ２２３ ６７．４

京 都 府 ３６０ １８０６ ４７９ ６８．３
大 阪 府 １２５０ ６１８６ １３８２ ７０．２
兵 庫 県 ８２０ ３７７２ ９７９ ６７．７
奈 良 県 ２１０ ９８３ ２４９ ６８．１
和 歌 山 県 １５５ ６８０ ２３２ ６３．７

鳥 取 県 ９２ ３８３ １３８ ６２．５
島 根 県 １０９ ４５８ １９４ ６０．３
岡 山 県 ２８７ １２６０ ４０５ ６４．５
広 島 県 ４２１ １９１０ ５４９ ６６．３
山 口 県 ２０９ ９６６ ３４９ ６３．４

徳 島 県 １１４ ５２３ １８５ ６３．６
香 川 県 １４５ ６５７ ２２０ ６４．３
愛 媛 県 ２１３ ９５０ ３２８ ６３．７
高 知 県 １１０ ５０７ １９６ ６２．４
福 岡 県 ７３２ ３３９９ ９００ ６７．６

佐 賀 県 １４１ ５５２ １８３ ６３．０
長 崎 県 ２３５ ９５４ ３２４ ６３．１
熊 本 県 ２８３ １１７２ ４０６ ６３．０
大 分 県 １７６ ７７２ ２７３ ６３．２
宮 崎 県 １８３ ７３７ ２４８ ６３．１

鹿 児 島 県 ２７４ １０９８ ４１１ ６１．６
沖 縄 県 ２６２ ８７４ １９３ ６５．８

埼玉県の順位 ５ ４ ７ １
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年齢３区分別人口構成比（各年１０月１日）

注）昭和２０年は１１月１日で行われた人口調査による人口。
資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「人口推計年報」によると、平成１３年１０
月１日現在の年齢で３区分した人口は、全
国的に出生数の減少や高齢化などを背景に、
年少人口の割合は低下傾向に、老年人口の
割合は上昇傾向にあります。このような中
で、年少人口が老年人口を上回っているの
は沖縄県、埼玉県及び愛知県の３県のみで
した。
年齢で３区分した埼玉県の人口をみると、
年少人口は１，０１９千人で埼玉県の総人口の
１４．６％、生産年齢人口は５，０１４千人で同
７１．９％、老年人口は９４５千人で同１３．５％と
なりました。この総人口に占める生産年齢
人口の割合は、前年の国勢調査結果と同じ
く全国で最も高く、老年人口の割合は最も
低くなっています。
しかし、老年人口を前年の国勢調査と比
べると増加率は６．０％で、この増加率は全
国第１位でした。全国的にみても、老年人
口割合の低い県で増加率が高くなっていま
す。

年齢
平成１３年９月３０日現在による満年齢であ
る。なお、平成１３年１０月１日午前０時に生
まれた人は０歳とした。

年齢３区分別人口
総人口を年少人口、生産年齢人口、老年

人口の３つに区分したもの。

年少人口
０～１４歳の人口

生産年齢人口
１５～６４歳の人口

老年人口
６５歳以上の人口

生産年齢人口割合
生産年齢人口÷総人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「人口推計年報」総務省統計局 平成１３年１０月１日 毎年
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13



７年齢
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

平均寿命（男）
（歳）

平均寿命（女）
（歳）

平均年齢
（歳）

年齢中位数
（歳）

全 国 ７７．７１ ８４．６２ ４１．４ ４１．５

北 海 道 ７７．５５ ８４．８４ ４２．２ ４３．１
青 森 県 ７５．６７ ８３．６９ ４２．４ ４３．６
岩 手 県 ７７．０９ ８４．６０ ４３．３ ４４．７
宮 城 県 ７７．７１ ８４．７４ ４０．８ ４０．６
秋 田 県 ７６．８１ ８４．３２ ４４．８ ４６．８

山 形 県 ７７．６９ ８４．５７ ４３．９ ４５．３
福 島 県 ７７．１８ ８４．２１ ４２．２ ４３．０
茨 城 県 ７７．２０ ８４．２１ ４１．０ ４１．４
栃 木 県 ７７．１４ ８４．０４ ４１．２ ４１．６
群 馬 県 ７７．８６ ８４．４７ ４１．８ ４２．３

埼 玉 県 ７８．０５ ８４．３４ ３９．６ ３８．９
千 葉 県 ７８．０５ ８４．５１ ４０．３ ３９．９
東 京 都 ７７．９８ ８４．３８ ４１．２ ３９．６
神 奈 川 県 ７８．２４ ８４．７４ ３９．９ ３８．６
新 潟 県 ７７．６６ ８５．１９ ４３．３ ４４．５

富 山 県 ７８．０３ ８５．２４ ４３．５ ４５．０
石 川 県 ７７．９６ ８５．１８ ４１．９ ４２．２
福 井 県 ７８．５５ ８５．３９ ４２．５ ４３．１
山 梨 県 ７７．９０ ８５．２１ ４２．０ ４２．１
長 野 県 ７８．９０ ８５．３１ ４３．２ ４３．９

岐 阜 県 ７８．１０ ８４．３３ ４１．７ ４２．２
静 岡 県 ７８．１５ ８４．９５ ４１．７ ４２．２
愛 知 県 ７８．０１ ８４．２２ ３９．８ ３８．８
三 重 県 ７７．９０ ８４．４９ ４２．１ ４２．６
滋 賀 県 ７８．１９ ８４．９２ ３９．９ ３９．２

京 都 府 ７８．１５ ８４．８１ ４１．５ ４１．０
大 阪 府 ７６．９７ ８４．０１ ４０．６ ３９．９
兵 庫 県 ７７．５７ ８４．３４ ４１．２ ４１．２
奈 良 県 ７８．３６ ８４．８０ ４１．２ ４１．５
和 歌 山 県 ７７．０１ ８４．２３ ４３．４ ４４．７

鳥 取 県 ７７．３９ ８４．９１ ４３．３ ４４．６
島 根 県 ７７．５４ ８５．３０ ４４．９ ４６．９
岡 山 県 ７７．８０ ８５．２５ ４２．５ ４３．３
広 島 県 ７７．７６ ８５．０９ ４２．０ ４２．４
山 口 県 ７７．０３ ８４．６１ ４４．２ ４６．４

徳 島 県 ７７．１９ ８４．４９ ４３．７ ４５．２
香 川 県 ７７．９９ ８４．８５ ４３．２ ４４．５
愛 媛 県 ７７．３０ ８４．５７ ４３．５ ４４．９
高 知 県 ７６．８５ ８４．７６ ４４．７ ４６．６
福 岡 県 ７７．２１ ８４．６２ ４１．１ ４１．１

佐 賀 県 ７６．９５ ８５．０７ ４２．１ ４２．９
長 崎 県 ７７．２１ ８４．８１ ４２．７ ４３．９
熊 本 県 ７８．２９ ８５．３０ ４２．８ ４３．７
大 分 県 ７７．９１ ８４．６９ ４３．６ ４５．２
宮 崎 県 ７７．４２ ８５．０９ ４２．６ ４４．０

鹿 児 島 県 ７６．９８ ８４．６８ ４３．２ ４４．３
沖 縄 県 ７７．６４ ８６．０１ ３７．５ ３６．２

埼玉県の順位 １０ ３７ ４６ ４４

� 自然と人口
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人口ピラミッド（平成１４年１月１日）

資料：「埼玉県町（丁）字別人口調査結果報告」県統計課

概要
「都道府県別生命表の概況」によると、
平成１２年の国勢調査等を基に算出した埼玉
県の平均寿命は男性が７８．０５歳、女性が
８４．３４歳で、３０年前（昭和４５年）と比べて、
それぞれ８．６７歳、９．７２歳上昇しています。
また、全国平均と比較すると、男性は０．３４
歳上回り全国第１０位、女性は０．２８歳下回り
全国第３７位となりました。
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県の平均年齢は、前回より２．２歳
上昇し３９．６歳となりましたが、引き続き全
国第４６位と全国で２番目に低い順位でした。
年齢中位数は３８．９歳で、全国第４４位でした。
「埼玉県町（丁）字別人口調査結果報告」
によると、平成１４年１月１日現在の埼玉県
の人口を年齢ごとに積み上げた人口ピラミ
ッドは「ひょうたん型」になっていますが、
出生率の低下にともない、裾が次第に狭
まってきています。

生命表
一定期間におけるある人口集団の死亡状
況を平均余命などによって表現したもの。

平成１２年都道府県別生命表は人口動態統計
確定数（厚生労働省）による日本人死亡数
（平成１１～１３年）及び出生数（平成１０～１３
年）、平成１２年国勢調査（総務省）による
確定日本人人口を基礎資料としている。

平均寿命
０歳の平均余命（Ｘ歳に達したものがそ

の後生存する年数の平均）。

平均年齢
年齢（各歳）×各歳別人口÷総人口＋０．５

年齢中位数
人口を年齢順に並べたとき、その中央で

全人口を２等分する境界点にある年齢。

町（丁）字別人口
調査年１月１日現在の住民基本台帳住民

票と外国人登録原票からとりまとめた人口。
国勢調査人口（調査日現在日本国内に常住
している人口）や推計人口とは異なる。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１２「都道府県別生命表の概況」厚生労働省
＊３４「国勢調査」総務省統計局

平成１２年
平成１２年１０月１日

５年
５年

� 自然と人口
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８昼間人口
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

昼間人口
（人）

昼夜間人口比率
（％）

通勤・通学者
総数
（人）

県外への
通勤・通学者数

（人）

全 国 １２６６９７２８２ １００．０ ６６７８５３０１ ５９６１５２０

北 海 道 ５６５４５１０ １００．０ ３１６７１１４ ５５４１
青 森 県 １４７５９６６ １００．１ ７９１５９１ ５８３３
岩 手 県 １４１０７２５ ９９．７ ７７９２４５ １３２１３
宮 城 県 ２３６５７８３ １００．１ １３５０７７３ １７５２７
秋 田 県 １１８７４６２ ９９．９ ６３１５６４ ３８４０

山 形 県 １２４３１３０ ９９．９ ６８０３２６ ５３５０
福 島 県 ２１２２２２５ ９９．８ １１６９５１７ １６１６４
茨 城 県 ２８９１７２７ ９６．９ １５２０６２７ １７０１７９
栃 木 県 １９９２５６６ ９９．４ １０７５７１９ ６８３４１
群 馬 県 ２０１７５８５ ９９．９ １０８４８４４ ５７０５７

埼 玉 県 ５９８５４９７ ８６．４ ２９７４３７９ １１９４６７３
千 葉 県 ５１８１９６３ ８７．６ ２５８３０３９ ９３００１０
東 京 都 １４６６６８９９ １２２．０ ６５４７９７３ ４９４９９８
神 奈 川 県 ７６３３７８３ ９０．１ ３９７０２５４ １１３５６８５
新 潟 県 ２４７３８６０ １００．０ １４０７６８０ ４３２８

富 山 県 １１１７１８８ ９９．７ ６５９１５０ ９２３８
石 川 県 １１８００１８ １００．３ ６９４６４９ ７５８６
福 井 県 ８３０７６５ １００．３ ４８５５０１ ４７１２
山 梨 県 ８８０６６２ ９９．２ ４７７０８８ １７７３４
長 野 県 ２２１５０８８ １００．０ １２５４７６６ ８３５４

岐 阜 県 ２０２５５０９ ９６．１ １０８９２４０ １２９８４９
静 岡 県 ３７６３４８５ ９９．９ ２１８９７３３ ３５５１８
愛 知 県 ７１３１２０８ １０１．６ ４１５４９０２ ７６８７５
三 重 県 １８１１２９５ ９７．６ ９９９４７１ ７３９３６
滋 賀 県 １２９０１０２ ９６．１ ７１３２４０ ９３８０２

京 都 府 ２６４２５５１ １００．５ １３１８７２９ １６９７５６
大 阪 府 ９３０８２３７ １０５．９ ４７１００４７ ２６３６４３
兵 庫 県 ５２７６１８５ ９５．１ ２７４８７１９ ４１１８６６
奈 良 県 １２６２１３５ ８７．６ ５６５０５４ ２４０２８０
和 歌 山 県 １０４５８１９ ９７．８ ５０６４４５ ４１９７１

鳥 取 県 ６１３７７２ １００．２ ３４４８７７ ６９３６
島 根 県 ７６０４２１ ９９．９ ４２０４３０ ８８２２
岡 山 県 １９４８９９７ ９９．９ １０８０１９９ ２２８８０
広 島 県 ２８８５９７３ １００．３ １６４７６９１ ２２７８１
山 口 県 １５１８４４４ ９９．４ ８３０６５３ ２３４８４

徳 島 県 ８２１７４４ ９９．８ ４２１９５４ ５６５０
香 川 県 １０２４７８３ １００．２ ５５９７４６ ６８４４
愛 媛 県 １４９３９１４ １００．１ ７７９４９３ ６３５２
高 知 県 ８１１５７３ ９９．９ ４２２８２６ ３３９０
福 岡 県 ５０１４０７５ １００．２ ２７８０８１３ ５６９０５

佐 賀 県 ８７３１６８ ９９．６ ４４９２０６ ３４８９８
長 崎 県 １５１２９１０ ９９．８ ８１１４６６ ９５９４
熊 本 県 １８５１１５３ ９９．６ ９７５３６７ １８６２５
大 分 県 １２２０２４６ １００．０ ６５０１５３ １００５７
宮 崎 県 １１６９４２８ １００．０ ６２７１６８ ７００３

鹿 児 島 県 １７８３９７５ ９９．９ ９４２２２９ ８９３０
沖 縄 県 １３０８７７８ １００．０ ７３９６５１ ５１０

埼玉県の順位 ５ ４７ ６ １

� 自然と人口
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埼玉県 

群馬県 
27,281人 

栃木県 
10,466人 

茨城県 
13,276人 

千葉県 
41,266人 

神奈川県 
21,711人 

東京都 
1,074,322人 

県外への通勤・通学者数（平成１２年１０月１日）

概要
「国勢調査」によると、平成１２年１０月１
日現在の埼玉県の昼間人口は、前回よりも
２５９，４６３人（４．５％）増加して５，９８５，４９７人と
なり、全国第５位でした。一方、夜間人口
は６，９２５，２３２人でした。昼夜間人口比率は
８６．４％で、前回に続き全国最下位でした。
流入人口は２５４，９３８人で、前回より７２２人

（０．３％）減少しました。流入人口の内訳を
みると、東京都からが１５０，６５９人と最も多
く、次いで群馬県の３７，９５８人、千葉県の
２３，７０１人の順となっています。
流出人口は前回より８３，４６５人（６．５％）減

少して１，１９４，６７３人となりましたが全国第
１位でした。流出人口の内訳をみると、東
京都への通勤・通学者が１，０７４，３２２人と、
前回に続き全国で最も多くなっています。
東京都以外の流出先では、千葉県が４１，２６６
人、群馬県が２７，２８１人、神奈川県が２１，７１１
人などの順で多くなっています。

昼間人口
昼間活動している場所（従業地・通学
地）による人口。常住人口から、通勤・通

学に伴う日々の人口移動を１５歳未満の通学
者を含めて加減する。年齢不詳者を含まな
い。

夜間人口（常住人口）
常住地による人口（原則として調査の時

期に調査時点の住所に３か月以上居住又は
居住予定の人口）。年齢不詳者を含まない。

昼夜間人口比率
常住人口１００人当たりの昼間人口の割合。

１００を上回ったときは通勤・通学人口の流
入超過、下回ったときは流出超過を示す。

流入人口・流出人口
流入人口とは、他の都道府県（他の市区

町村）に常住し、埼玉県（当該市町村）へ
通勤・通学する者。流出人口とは、埼玉県
（当該市町村）に常住し、他の都道府県（他
の市区町村）へ通勤・通学する者。

通勤
自宅以外の場所に従業しに行くこと。

資料：「国勢調査」総務省統計局

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「国勢調査」総務省統計局 平成１２年１０月１日 ５年

� 自然と人口
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９世帯
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

一般世帯数
（世帯）

一般世帯１世帯
当たり人員
（人）

一般世帯中の
核家族世帯割合

（％）

一般世帯中の
高齢単身世帯

割合
（％）

全 国 ４６７８２３８３ ２．６７ ５８．４ ６．５

北 海 道 ２２７７９６８ ２．４２ ６０．５ ７．４
青 森 県 ５０４３７３ ２．８６ ５４．２ ６．６
岩 手 県 ４７４６６０ ２．９２ ５０．９ ６．０
宮 城 県 ８３１６６９ ２．８０ ５２．０ ４．５
秋 田 県 ３８８４２４ ３．００ ５０．５ ６．７

山 形 県 ３７６２１９ ３．２５ ４５．８ ５．３
福 島 県 ６８６２２５ ３．０５ ５２．１ ５．６
茨 城 県 ９８３８１７ ２．９９ ５８．３ ４．３
栃 木 県 ６６５９３４ ２．９７ ５６．５ ４．７
群 馬 県 ６９０９７２ ２．８８ ６０．１ ５．４

埼 玉 県 ２４７０４８７ ２．７８ ６５．５ ３．９
千 葉 県 ２１６４１１７ ２．７０ ６２．５ ４．５
東 京 都 ５３７１０５７ ２．２１ ５２．２ ７．２
神 奈 川 県 ３３１８３３２ ２．５３ ６２．０ ５．０
新 潟 県 ７９１８８０ ３．０７ ５１．１ ５．３

富 山 県 ３５６３６１ ３．０９ ５２．３ ５．６
石 川 県 ４０６６１８ ２．８３ ５３．２ ５．８
福 井 県 ２５８３２８ ３．１４ ５０．７ ５．７
山 梨 県 ３０７９１６ ２．８４ ５７．４ ６．２
長 野 県 ７５５８４０ ２．８９ ５５．２ ６．０

岐 阜 県 ６７８０３６ ３．０７ ５６．７ ５．１
静 岡 県 １２７８６６８ ２．９１ ５６．９ ４．８
愛 知 県 ２５２２８２４ ２．７５ ５９．８ ４．９
三 重 県 ６３５３８２ ２．８８ ５９．４ ６．６
滋 賀 県 ４３９３７０ ３．０２ ５７．５ ４．５

京 都 府 １０１５４６８ ２．５５ ５７．６ ７．５
大 阪 府 ３４５４８４０ ２．５１ ６１．９ ７．４
兵 庫 県 ２０３５０９７ ２．６９ ６３．２ ７．４
奈 良 県 ４８４９５４ ２．９３ ６４．９ ５．９
和 歌 山 県 ３７９７５３ ２．７７ ６２．０ ９．５

鳥 取 県 １９９９８８ ３．００ ５１．８ ７．３
島 根 県 ２５６５０８ ２．９０ ５１．０ ８．２
岡 山 県 ６８９７３３ ２．７７ ５７．４ ７．３
広 島 県 １０９５９０５ ２．５７ ５９．９ ７．７
山 口 県 ５８２４３７ ２．５６ ５９．８ ９．７

徳 島 県 ２８７８９７ ２．７８ ５５．７ ８．１
香 川 県 ３６３９５５ ２．７５ ５８．５ ７．６
愛 媛 県 ５６４９５９ ２．５９ ６０．３ ９．１
高 知 県 ３１９２９８ ２．４７ ５７．７ １１．２
福 岡 県 １９０６８６２ ２．５７ ５７．９ ７．５

佐 賀 県 ２７７６０６ ３．０８ ５５．１ ７．０
長 崎 県 ５４２９８５ ２．７１ ５９．９ ９．２
熊 本 県 ６４４９６３ ２．８１ ５６．２ ８．０
大 分 県 ４５１６９７ ２．６４ ５８．０ ８．９
宮 崎 県 ４３７４９３ ２．６１ ６２．２ ９．１

鹿 児 島 県 ７１４４１３ ２．４３ ６２．４ １２．４
沖 縄 県 ４４００９５ ２．９１ ６４．５ ６．２

埼玉県の順位 ５ ２６ １ ４７
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その他の
世帯
11.4％

その他
単独世帯
19.2％

65歳以上
単独世帯
3.9％

65歳以上
単独世帯
3.9％

男親と子供 1.4％

女親と
子供
 6.2％

夫婦のみ
18.0％

夫婦と
子供
39.9％

その他の
世帯
14.0％

その他
単独世帯
21.1％

65歳以上
単独世帯 6.5％

男親と子供 1.2％女親と子供 6.5％

夫婦のみ
18.9％

夫婦と
子供
31.9％

埼玉県
2,470,487
世帯

全国
46,782,383
世帯

家族類型別一般世帯構成比（平成１２年１０月１日）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県の総世帯数は２，４８２，３７４世帯で、
そのうち一般世帯数が２，４７０，４８７世帯、施
設等の世帯が２，２８４世帯となっています。
一般世帯数は前回に比べ１９１，７５１世帯（８．４％）
増加しており、このうち世帯人員が２人の
世帯が５８９，２３８世帯で２３．９％を占め、最も
多くなっています。一般世帯の１世帯当た
り人員は２．７８人で、全国平均を上回ったも
のの、前回より０．１６人減少しています。
家族類型別に一般世帯をみると、核家族
世帯が１，６１７，２７７世帯（一般世帯の６５．５％）
と前回に比べ７．６％増加しました。一般世
帯中の核家族世帯の割合は、前回に引き続
き全国第１位でした。なお、核家族世帯の
うち、夫婦のみの世帯は４４３，８８０世帯（一
般世帯の１８．０％）、夫婦と子供から成る世
帯は９８６，６４９世帯（同３９．９％）で、前回に
比べそれぞれ２５．２％の増加、０．５％の減少
となっています。また、高齢単身世帯（６５
歳以上の者１人のみの世帯）は９７，３２４世帯
で、高齢親族のいる世帯の１５．７％を占め、
前回に比べ６０．２％の増加となりました。

一般世帯
次のいずれかに該当する世帯。

�住居と生計を共にしている人の集まり
又は一戸を構えて住んでいる単身者。
�上記の世帯と住居を共にし、別に生計
を維持している間借りの単身者又は下宿
屋などに下宿している単身者。
�会社・団体・商店・官公庁などの寄宿
舎、独身寮などに居住している単身者。

施設等の世帯
寮・寄宿舎の学生・生徒、病院・療養所

の入院者、社会施設・矯正施設の入所者及
び自衛隊営舎内居住者、その他定まった住
居を持たない単身者や陸上に生活の本拠
（住所）を有しない船舶乗組員など。

核家族世帯
夫婦のみの世帯、夫婦と子供から成る世

帯及び男親又は女親と子供から成る世帯。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「国勢調査」総務省統計局 平成１２年１０月１日 ５年
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１０転入・転出
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

他都道府県から
の転入者数
（人）

他都道府県への
転出者数
（人）

転入超過数
（人）

転入超過率
（％）

全 国 ２８１００００ ２８１００００ ０ ０．００

北 海 道 ６１３４４ ７１９６８ △１０６２４ △０．１９
青 森 県 ２６０７６ ２９０５０ △２９７４ △０．２０
岩 手 県 ２３４８８ ２７０５６ △３５６８ △０．２５
宮 城 県 ５６３５５ ５８６６３ △２３０８ △０．１０
秋 田 県 １６８４９ １９９８６ △３１３７ △０．２７

山 形 県 １８１８３ ２１６３９ △３４５６ △０．２８
福 島 県 ３２４８７ ３８２６９ △５７８２ △０．２７
茨 城 県 ５７６３１ ６２３０３ △４６７２ △０．１６
栃 木 県 ３８９０５ ４０７９０ △１８８５ △０．０９
群 馬 県 ３３０５３ ３４０５５ △１００２ △０．０５

埼 玉 県 １８４１７４ １７７３０７ ６８６７ ０．１０
千 葉 県 １８０２５１ １６６８２２ １３４２９ ０．２３
東 京 都 ４４９８８８ ３８１７７０ ６８１１８ ０．５７
神 奈 川 県 ２５５７６７ ２２７３４８ ２８４１９ ０．３４
新 潟 県 ３０２１６ ３５３３３ △５１１７ △０．２１

富 山 県 １６４２７ １８７５６ △２３２９ △０．２１
石 川 県 ２１３４５ ２３５１７ △２１７２ △０．１８
福 井 県 １１７８９ １３５６７ △１７７８ △０．２２
山 梨 県 １６７８４ １８１５７ △１３７３ △０．１６
長 野 県 ３７３４０ ３８３７７ △１０３７ △０．０５

岐 阜 県 ３３４８１ ３７４２１ △３９４０ △０．１９
静 岡 県 ６７９７６ ７０２７５ △２２９９ △０．０６
愛 知 県 １２２４７０ １１９１１２ ３３５８ ０．０５
三 重 県 ３２６５９ ３４６７３ △２０１４ △０．１１
滋 賀 県 ３１４９９ ２９０８７ ２４１２ ０．１８

京 都 府 ６５０８８ ６８９１９ △３８３１ △０．１５
大 阪 府 １８０７００ ２０１２６８ △２０５６８ △０．２４
兵 庫 県 １１７４７１ １１３５４８ ３９２３ ０．０７
奈 良 県 ３２９２８ ３８０７３ △５１４５ △０．３６
和 歌 山 県 １５６５８ １８５８１ △２９２３ △０．２８

鳥 取 県 １２５３７ １３０５７ △５２０ △０．０９
島 根 県 １４４３５ １５６７５ △１２４０ △０．１６
岡 山 県 ３６７５５ ３８５４２ △１７８７ △０．０９
広 島 県 ５９３４２ ６６３４３ △７００１ △０．２５
山 口 県 ３０９８０ ３４４９０ △３５１０ △０．２３

徳 島 県 １３４３５ １４６２７ △１１９２ △０．１５
香 川 県 ２３１５０ ２４９９１ △１８４１ △０．１８
愛 媛 県 ２４５１４ ２７１６６ △２６５２ △０．１８
高 知 県 １３５６０ １４２０９ △６４９ △０．０８
福 岡 県 １１６９２５ １１３２８７ ３６３８ ０．０７

佐 賀 県 １９０８７ ２１４６５ △２３７８ △０．２７
長 崎 県 ３１２６７ ３６１１２ △４８４５ △０．３２
熊 本 県 ３５７２４ ３７１４１ △１４１７ △０．０８
大 分 県 ２３９２３ ２６１６８ △２２４５ △０．１８
宮 崎 県 ２５１２６ ２８１０６ △２９８０ △０．２６

鹿 児 島 県 ３６６８８ ３９２７８ △２５９０ △０．１５
沖 縄 県 ２４２７０ ２３６５３ ６１７ ０．０５

埼玉県の順位 ３ ４ ４ ５
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年齢階級別移動者・移動率（平成１２年１０月１日）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「住民基本台帳人口移動報告年報」によ
ると、平成１３年の埼玉県の住民基本台帳上
の他都道府県からの転入者は１８４，１７４人で、
前年に引き続き全国第３位でした。その内
訳をみると、東京都からが最も多く６６，２９０
人で、次いで千葉県からが１５，８８２人、神奈
川県からが１５，７１２人となっています。また、
他都道府県への転出者数は１７７，３０７人で、
前年に引き続き全国第４位でした。その内
訳をみると、東京都への転出者数が最も多
く６６，９４０人、神奈川県が１７，５７０人、千葉県
が１７，２２２人と続いています。転入・転出者
数を比べると、昭和３０年以降、転出者より
転入者の方が多い転入超過の状況が続いて
います。この転入超過数は、昭和６２年から
平成８年まで１０年連続の第１位でしたが、
平成１３年は６，８６７人で、全国第４位でした。
なお、転入超過数が最も多かったのは、５
年連続で東京都でした。
「国勢調査」によると、平成１２年１０月１
日現在の埼玉県の常住人口（５歳以上）の
うちの移動者の割合（移動率）を年齢階級
別にみると、５～９歳と２０～３９歳で３０％以

上となりました。なお、常住人口（５歳以
上）のうち、５年前も埼玉県に住んでいた
（埼玉県が現住所だった）人の割合は
７１．５％で全国第３９位でした。５年間に他都
道府県から本県に住所を移した人が人口全
体の約３割を占めていることになります。

転入超過数
転入者（他の都道府県から当該都道府県

に転入し、住所を定めた者の数）－転出者
（当該都道府県から他都道府県へ住所を移
した者の数・転入者の従前の住所地から算出）。
表＊４の転入超過率は、転入超過数の調査
対象年１０月１日現在の日本人人口（推計人
口又は国勢調査人口・総務省統計局）に対
する百分比。

移動者
５歳以上の常住人口から、調査時点の現

住所が５年前と同じ者を除いた数。

移動率
移動者÷５歳以上の常住人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「住民基本台帳人口移動報告年報」総務省統計局 平成１３年 毎年
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１１出生
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

出生数
（人）

出生率
（人口千対）

自然増加率
（人口千対）

合計特殊出生率

全 国 １１７０６６２ ９．３ １．６ １．３３

北 海 道 ４６２３６ ８．２ ０．５ １．２１
青 森 県 １２８８９ ８．８ △０．３ １．４７
岩 手 県 １２２７２ ８．７ △０．５ １．５２
宮 城 県 ２１７５１ ９．２ １．９ １．３３
秋 田 県 ８８７４ ７．５ △２．５ １．４０

山 形 県 １０９０７ ８．８ △０．９ １．５８
福 島 県 ２０００８ ９．５ ０．５ １．６０
茨 城 県 ２７８６４ ９．４ １．６ １．４０
栃 木 県 １８９１１ ９．５ １．６ １．４３
群 馬 県 １９０２４ ９．５ １．４ １．４２

埼 玉 県 ６５４１７ ９．５ ３．５ １．２４
千 葉 県 ５４５１１ ９．２ ２．８ １．２４
東 京 都 ９８４２１ ８．３ １．２ １．００
神 奈 川 県 ８１８３９ ９．７ ３．５ １．２２
新 潟 県 ２１３０１ ８．７ △０．４ １．４５

富 山 県 ９９９４ ９．０ ０．２ １．４０
石 川 県 １１３４２ ９．７ １．６ １．４０
福 井 県 ７９５８ ９．７ １．４ １．５２
山 梨 県 ８１２６ ９．３ ０．７ １．４２
長 野 県 ２０８８９ ９．６ ０．７ １．５０

岐 阜 県 １９６０３ ９．４ １．５ １．３７
静 岡 県 ３５１９３ ９．５ １．７ １．４０
愛 知 県 ７３０５７ １０．５ ３．８ １．３６
三 重 県 １７０９４ ９．３ １．１ １．３８
滋 賀 県 １４０１５ １０．５ ３．５ １．４６

京 都 府 ２３３６４ ９．０ １．３ １．２０
大 阪 府 ８６０００ ９．９ ２．８ １．２４
兵 庫 県 ５２５８５ ９．６ １．９ １．２９
奈 良 県 １２７６８ ８．９ １．６ １．２２
和 歌 山 県 ９３４５ ８．８ △０．９ １．４１

鳥 取 県 ５５９５ ９．２ △０．４ １．５８
島 根 県 ６６４０ ８．８ △１．４ １．６０
岡 山 県 １８７９７ ９．７ ０．９ １．４６
広 島 県 ２７３２８ ９．６ １．４ １．３７
山 口 県 １２９８９ ８．６ △１．３ １．４３

徳 島 県 ７０３８ ８．６ △１．１ １．３９
香 川 県 ９４７２ ９．３ ０．３ １．４３
愛 媛 県 １３００６ ８．８ △０．７ １．４０
高 知 県 ６７３６ ８．３ △１．９ １．４２
福 岡 県 ４６９８５ ９．４ １．７ １．３１

佐 賀 県 ８５６１ ９．８ ０．９ １．６２
長 崎 県 １３７８９ ９．１ ０．２ １．５２
熊 本 県 １６９６０ ９．１ ０．５ １．５２
大 分 県 １０８９１ ９．０ △０．１ １．４８
宮 崎 県 １１００７ ９．４ ０．７ １．６０

鹿 児 島 県 １５９４３ ９．０ △０．８ １．５３
沖 縄 県 １７１６９ １３．０ ６．８ １．８３

埼玉県の順位 ５ １３ ３ ４０
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注）不詳を除く。
資料：「人口動態統計年報」厚生労働省

「衛生統計」県衛生部

概要
「人口動態統計（確定数）の概況」によ
ると、平成１３年の埼玉県内における出生数
は前年より９５９人減って６５，４１７人となり、
全国第５位となりました。出生率は９．５で、
前年よりも０．２ポイント低下しましたが、
全国順位は前年より２つあがって第１３位と
なりました。自然増加率は３．５で、前年よ
り０．３ポイント低下しています。また、合
計特殊出生率は、前年より０．０６ポイント下
降して１．２４で、全国第４０位でした。
「人口動態統計年報」によると、平成１３
年に埼玉県で出生した第１子の母の年齢は
２８歳が、第２子では３１歳が最多でした。平
成１３年の母の年齢別出生数を昭和４６年と比
べると、最も多かったのはどちらも２５～２９
歳でしたが、平成１３年では昭和４６年の約半
数となっています。また、３０歳以上の出生
数では、平成１３年が昭和４６年を上回ってい
ますが、大きな違いは見られませんでした。

出生数・出生率
出生数とは、調査該当年の１月１日から

１２月３１日に出生した全日本人を対象とし、

翌年の１月１４日までに市区町村長に届けら
れたもの。都道府県別の表章は子の住所に
より、全国計には住所が外国の者を含む。
出生率とは、出生数÷１０月１日現在日本
人人口×１，０００

自然増加率
自然増加数（出生数－死亡数）÷１０月１

日現在日本人人口×１，０００

合計特殊出生率
１５～４９歳の女性の年齢別出生率を合計し
たもので、１人の女性が仮にその年次の年
齢別出生率で一生の間に子どもを生むとし
たときの子ども数に相当する。
年齢別出生率とは、ある年齢の母が１年

間に生んだ子の数÷１０月１日現在における
日本人女性のある年齢の人口×１，０００

※出生率、自然増加率、合計特殊出生率の
計算に用いた１０月１日現在（日本人）人口
は、推計人口（総務省統計局）。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省 平成１３年 毎年
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１２死亡
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

死亡数・総数
（人）

死亡率
（人口千対）

死亡数・
悪性新生物
（人）

死亡数・
心疾患
（人）

全 国 ９７０３３１ ７．７ ３００６５８ １４８２９２

北 海 道 ４３６４２ ７．７ １４４５３ ７０１１
青 森 県 １３２８１ ９．０ ３９３３ ２０８０
岩 手 県 １３０３９ ９．３ ３７６５ ２０２４
宮 城 県 １７３００ ７．３ ５３９９ ２６４０
秋 田 県 １１８７２ １０．１ ３６２３ １６８３

山 形 県 １２０６３ ９．８ ３７６０ １７９０
福 島 県 １９０１３ ９．０ ５６７３ ２９９３
茨 城 県 ２３０５６ ７．８ ６８００ ３５８８
栃 木 県 １５６９２ ７．９ ４６５９ ２４９４
群 馬 県 １６１４１ ８．１ ４７２０ ２５０１

埼 玉 県 ４１４６７ ６．０ １３３１５ ６７０１
千 葉 県 ３７８１０ ６．４ １２０１６ ６１３５
東 京 都 ８４５８６ ７．１ ２７３７９ １２９４２
神 奈 川 県 ５１８９３ ６．１ １７０３２ ７５０３
新 潟 県 ２２２６７ ９．０ ６７６７ ３２５２

富 山 県 ９７８０ ８．８ ２９３６ １４０４
石 川 県 ９４４０ ８．０ ２８８３ １４３６
福 井 県 ６８５０ ８．４ ２０３１ １１３４
山 梨 県 ７５２８ ８．６ ２１３９ １２４０
長 野 県 １９３５６ ８．９ ５３１７ ２９０８

岐 阜 県 １６５２２ ７．９ ４９０９ ２６６２
静 岡 県 ２８９１４ ７．８ ８４０５ ４５８１
愛 知 県 ４６４７７ ６．７ １４６７６ ７５８６
三 重 県 １５０５２ ８．２ ４２１７ ２３１９
滋 賀 県 ９３９０ ７．０ ２９５５ １４６５

京 都 府 ２００２８ ７．７ ６４２７ ３１５６
大 阪 府 ６１７０８ ７．１ ２１０２３ ９００４
兵 庫 県 ４２１２３ ７．７ １３６２５ ６４７１
奈 良 県 １０４３２ ７．３ ３３５７ １６８０
和 歌 山 県 １０２９７ ９．７ ３０８３ １６６９

鳥 取 県 ５８２２ ９．５ １７３２ ８４７
島 根 県 ７６６６ １０．１ ２２０９ １０９６
岡 山 県 １６９９２ ８．８ ４７７２ ２６３６
広 島 県 ２３４３１ ８．２ ７３３４ ３６０９
山 口 県 １４９６５ ９．９ ４４７４ ２２４２

徳 島 県 ７９７９ ９．７ ２２３７ １３０９
香 川 県 ９１６９ ９．０ ２６９５ １４５７
愛 媛 県 １３９８５ ９．４ ４０６０ ２４１９
高 知 県 ８３０８ １０．３ ２３５７ １３０９
福 岡 県 ３８６４０ ７．７ １２５３１ ４９１７

佐 賀 県 ７８１５ ９．０ ２４０７ １１０５
長 崎 県 １３４３０ ８．９ ４２８３ １９３４
熊 本 県 １６０１７ ８．６ ４６５９ ２３１０
大 分 県 １１０５４ ９．１ ３１７７ １７３５
宮 崎 県 １０２３２ ８．８ ３０１４ １５３１

鹿 児 島 県 １７４４５ ９．８ ４８９７ ２４５４
沖 縄 県 ８１３２ ６．２ ２２７５ １１１３

埼玉県の順位 ７ ４７ ７ ６
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悪性新生物 
32.1％ 

不慮の事故 3.8％ 

自殺 3.5％ 

心疾患 
（高血圧性除く） 
16.2％ 

脳血管疾患 
14.0％ 

肺炎 
8.3％ 

その他 
22.2％ 

死亡数 
41,467人 

主な死因別死亡数（平成１３年）

資料：「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省

概要
「人口動態（確定数）の概況」によると、
平成１３年の埼玉県の死亡数は前年より９８１
人増えて４１，４６７人となり、前年に引き続き
全国第７位となりました。死亡率は６．０で、
前年よりも０．１ポイント上昇しましたが、
引き続き全国で最も低くなっています。昭
和６０年以降、昭和６２年を除いて全国最下位
が続いています。
死亡数を年齢階級別の割合でみると、１９
歳までが全体の１．２％、２０歳代が同１．１％、
３０歳代が同１．８％、４０歳代が同３．５％、５０歳
代が同１１．２％、６０歳代が同１８．０％、７０歳代
が同２４．８％、８０歳以上が同３８．５％となりま
した。
死亡数を死因別にみると、［１］悪性新
生物１３，３１５人（死亡総数の３２．１％）、［２］
心疾患６，７０１人（同１６．２％）、［３］脳血管
疾患５，７９２人（同１４．０％）、［４］肺炎３，４５９
人（同８．３％）、［５］不慮の事故１，５７０人
（３．８％）、［６］自殺１，４３８人（３．５％）など
が多くなっています。
また、年齢階級別の死亡数を死因別の割
合でみると、１９歳まででは不慮の事故、２０

～３０歳代では自殺、４０～７０歳代では、悪性
新生物割合が最も高くなっています。８０歳
以上では、悪性新生物と心疾患（高血圧性
を除く。）の割合が高くなっています。

死亡数
調査該当年の１月１日から１２月３１日まで

の１年間に死亡した日本人のすべてを対象
とし、翌年の１月１４日までに市区町村長に
届けられたもの。都道府県別の表章は死亡
者の住所による。全国計には住所が外国・
不詳の者を含む。

死亡率
年間死亡数÷１０月１日現在日本人人口×

１，０００

悪性新生物
一般にガンと呼ばれている病気のこと。

※死亡率の計算に用いた１０月１日現在日本
人人口は推計人口（総務省統計局）。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省 平成１３年 毎年
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１３婚姻・離婚
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

婚姻件数
（件）

離婚件数
（件）

未婚率・男・
３０～３４歳
（％）

未婚率・女・
２５～２９歳
（％）

全 国 ７９９９９９ ２８５９１１ ４２．９ ５４．０

北 海 道 ３４４２５ １５６２６ ３９．０ ５２．６
青 森 県 ８０６９ ３４４０ ４０．３ ４８．９
岩 手 県 ７４４３ ２５４８ ４２．１ ４８．２
宮 城 県 １５１９４ ５１１４ ４１．６ ５２．６
秋 田 県 ５７４３ ２２０６ ４０．６ ４８．７

山 形 県 ６９５０ ２２１２ ３９．８ ４７．０
福 島 県 １２６２３ ４３８８ ４０．１ ４５．９
茨 城 県 １８０１３ ６３０１ ４２．９ ５０．８
栃 木 県 １２６９５ ４２３０ ４２．０ ４９．４
群 馬 県 １２３２０ ４１９８ ４０．６ ４９．７

埼 玉 県 ４５７２０ １５６６４ ４４．０ ５４．６
千 葉 県 ３９５３２ １３２０４ ４４．７ ５５．０
東 京 都 ８８５３８ ２８５９３ ５４．１ ６５．３
神 奈 川 県 ６１７６３ １９８５１ ４６．６ ５５．４
新 潟 県 １２８９３ ３９０９ ４１．７ ５０．３

富 山 県 ６２０３ １８８８ ３８．５ ４９．３
石 川 県 ６９２１ ２２４１ ３７．７ ５０．１
福 井 県 ４７２１ １４３７ ３７．０ ４７．６
山 梨 県 ５２７１ １７５７ ４２．７ ５１．９
長 野 県 １３３８５ ４０２６ ４２．３ ５２．１

岐 阜 県 １２０１３ ３９１８ ３７．８ ５０．７
静 岡 県 ２４０１９ ７９６７ ４２．２ ５０．８
愛 知 県 ４８２９５ １５０８２ ４０．５ ４９．５
三 重 県 １０９４６ ３９５５ ３７．４ ４７．９
滋 賀 県 ８５６１ ２６６３ ３７．３ ４８．８

京 都 府 １５７７５ ５９０３ ４２．６ ５８．０
大 阪 府 ５９８６４ ２４２５２ ４２．０ ５５．２
兵 庫 県 ３５１２４ １２９３５ ３８．８ ５３．２
奈 良 県 ７９９８ ２９６８ ３７．６ ５６．６
和 歌 山 県 ５９０８ ２６０３ ３６．８ ５０．２

鳥 取 県 ３３４０ １２５５ ４０．９ ４９．１
島 根 県 ３８０３ １１４６ ３９．３ ４７．５
岡 山 県 １１５０４ ４３４７ ３７．７ ５０．０
広 島 県 １７３８７ ６１８４ ３８．８ ５０．９
山 口 県 ８１１８ ３２３９ ３８．４ ５０．０

徳 島 県 ４２９２ １７００ ３７．７ ５０．１
香 川 県 ６０４６ ２３０２ ３７．３ ４８．３
愛 媛 県 ８０４３ ３１９９ ３８．０ ５１．０
高 知 県 ４２４６ １９９５ ４１．１ ５２．３
福 岡 県 ３１１４３ １３２３０ ４１．４ ５６．９

佐 賀 県 ４７１５ １８１５ ３９．５ ５２．８
長 崎 県 ８１３８ ３２６８ ３８．５ ５２．９
熊 本 県 １０４０４ ４０３０ ３７．６ ５３．１
大 分 県 ６７４７ ２６０６ ３８．１ ５３．０
宮 崎 県 ６５６０ ２８６６ ３６．８ ４９．９

鹿 児 島 県 ９５９８ ３７４８ ３７．９ ５３．２
沖 縄 県 ８９９０ ３９０２ ４３．５ ５３．９

埼玉県の順位 ５ ４ ４ ８
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年代別未婚率（各年１０月１日）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「人口動態統計（確定数）の概況」によ
ると、平成１３年は全国的に婚姻・離婚件数
ともに前年を上回りました。
埼玉県における婚姻件数は４５，７２０件で、

前年に比べ８４件の増加と小幅な伸びにとど
まりました。全国順位は前年同様第５位と
なっています。離婚件数は１５，６６４件で、前
年より１，２９６件と大きく増加しましたが、
前年に引き続き全国第４位でした。また、
平均初婚年齢は、夫が２９．３歳、妻が２７．２歳
で、それぞれ前年より０．２歳、０．１歳上昇し
ました。
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県における未婚率を男女別・年齢
階級別にみると、男性の２５～２９歳が７１．５％、
３０～３４歳が４４．０％で、ともに全国平均を上
回り全国第４位となっています。女性の２５
～２９歳は５４．６％で全国第８位、３０～３４歳は
２５．１％で同第１８位でした。前回と比べると、
２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率は、男女と
もすべての都道府県で上昇しています。

婚姻数・離婚数
調査該当年の１月１日から１２月３１日まで
の１年間に市区町村長に届け出られた婚姻
届け又は離婚届の数。ただし、調停、審判、
判決による離婚は、翌年の１月１４日までに
届け出られたもののうち、調査該当年１年
間に成立又は確定があったもの。都道府県
別の表章は、婚姻は夫の住所、離婚は別居
する前の住所による。

平均初婚年齢
婚姻届を届け出たときの初婚の夫又は妻

の者の平均年齢。

未婚
まだ結婚したことのない人。届出の有無

に関わらず、実際の状態により区分する。

未婚率
その年齢（年代）の未婚者÷その年齢（年

代）の総人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１２「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省
＊３４「国勢調査」総務省統計局

平成１３年
平成１２年１０月１日

毎年
５年
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